



















































































あった。 X が A の口を粘着テープで塞いだ後に， Y と A を残して~ß.部屋を出た
XがYの連絡を受けて部屋に戻ると， Aは身体の前で手錠をかけられ，自にテー
プを貼られた状態になっていた。そこで， Xは， Aの身体の後ろ側に手錠を付け替
えた後， Yとともに部屋を出た。部屋の外で， Yは， Xに対して，被害者の殺害を















































































































































































































































































1 注 1)に引用した大審院連合部判決以降，一部の裁判例を中心lこ， 240条後段
については，結果的加重犯としての強盗致死罪だけでなく，強盗罪と傷害致死罪と
の結合犯をも併せて規定した条文として理解する運用が見られる。それは， 240条








































































































言わざるを得ない。本件において， Yによる A殺害の点に関する Xの事実として
重要なのは， XがAの殺害については拒否する意思を明示的に表明している点で
あり(殺害についての共謀の不成立)， Yによる A殺害を予見できたということでも
































































































13) 現場共謀を認めた判例として，最判昭和23年 12月14日刑集2巻 13号 1751頁。
また，黙示的共謀を認めた判例として，大判大正 15年 12月23日刑集5巻 584頁，
最判昭和23年 11月30日裁判集刑事5号 525頁。
14) 強盗致死傷罪lこ対する判例で過失不要説を明示するものとして，大判昭和 10年 6
月25日法律新聞 3887号 11頁，最判昭和46年6月17日刑集25巻 4号 567頁。な
お，丸山雅夫『結果的加重犯論.11(成文堂， 1990年)34頁以下，内藤謙『刑法講義
総論(上H(有斐閣， 1983年)288頁以下，参照。















代刑法講座第 3 巻~ (成文堂， 1979年)102頁。
20) 最判昭和25年6月27日刑集4巻6号 1096頁。
21) 最判昭和24年7月 12日刑集3巻8号 1237頁。
22) 最判昭和 22年 11月5日刑集1巻 1頁。同旨として，大判明治 35年6月12日刑
録8輯6巻 128頁(旧法の事案)，大判昭和9年5月17日刑集13巻 634頁，大判昭
和 10年6月25日刑集 14巻 732頁，最判昭和23年4月17日刑集2巻4号 384頁，
















基本講座第 4 巻~ (法学書院， 1992年)153頁以下，松生光正「結果的加重犯と共
犯」現代刑事法48号63頁以下，参照。
28) 団藤重光責任編集『注釈刑法 (6)各則(4H(有斐閣， 1966年)121頁〔藤木英
雄〕。
29) 最判昭和25年 12月14日刑集4巻 12号2548頁。
30) 大判明治 35年2月27日刑録8輯2巻 173頁。
31) 最判昭和 24年5月28日刑集3巻6号 873頁。他方，強盗の機会を否定したもの
として，最判昭和 32年 7月18日刑集11巻7号 1861頁。










36) 島岡まな「共犯からの離脱 (2)J西国ほか編・前出注 32)194頁以下，照沼亮介
「共犯からの離脱」松原芳博編『刑法の判例総論~ (成文堂， 2011年)270頁以下，
参照。






39) 丸山雅夫「責任主義J 井田良/丸山雅夫『ケーススタディ刑法〔第 3 版)~ (日本
評論社， 2011年)28頁以下参照。
40) その後，最高裁判所第三小法廷は，本件について，刑訴法405条の上告理由に当
たらないとして，実質的な論点を検討することなしに弁護側の上告申立てを棄却す
る決定を行っている(最決平成23年1月14日判例集未登載)。
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